













































地域活動への参加の程度、授業を受けた上での（四）和歌山県への興味、関心の程度、および（五）入学時 希望就職地を調査した。事前アンケート回答者数は二四二名、履修者（二七〇名）に対する回答率は八九． 六％であった。また事後アンケート回答者数は二一三名 履修者（二七〇名）に対する回答率は七八． 八％であった。　
本稿は、副専攻に進んだ学生と、副専攻に進まなかった





いた。地方別にみると次点は東海地方であるが、一〇名（五． 三％）と近畿 と大きく開きがある。また北海道地方からの回答者は存在していない。副専攻に進んだ学生は、地元である和歌山県の学生が最も多く一六名、次いで大阪府の一〇名であった。また回答者数は少ないもの、和歌山県に隣接してい 三重県の学生も五名中三名が履修している。　
学部別に見ると、観光学部と経済学部
からの受講が多いが、システム工学部からの受講は少なく 教育学部 関 は受講する学生がなかった。⑵希望就職地　
初年次学生の入学時点での希望就職地は、全体の傾向と
して、 「地元（入学前の居住市区町村に相当） 」が、二三．五
％、 「和歌山県内志向」が一二． 三％、 「和歌山県外志向
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表１　学部別にみた回答者数
（地元と和歌山県を除いた地域に相当） 」が一九． 〇％、 「海外志向」が四． 五％、
 「場所不問（就職地の希望がなく特に
問わないことに相当） 」が二七． 九％、 「未定」が九． 五％、「その他」が三． 四％、であった。四月、一二月と比較する











程度は、全体の傾向として、 「参加」が二六． 三％、 「参加／関心なし」が一．七％、 「不参加／関心あり」が五二．〇％、 「不参加／関心なし」が一五．一％、 「知らない」が五％であった。　
二月の回答と比
較すると、 「参加」が若干増えたものの「不参加／関心なし」は一二月、二月ともに一五．一％（二七名）と変化しておらず、
地域活動に関心がないものが一定数いることが確認できた。この結果は、副専攻を受講していない学生も特徴的な違いは見当たらなかった。副専攻を受講して る学生は、一二月時点ですでに五〇％以上の学生 なんらかの地域活動に「参加」している。 「不参加／関心あり」を入れ九割以上を占めており、地域活動に興味 持っていることがわかる。さらに二月時点には 「知らない」 がゼロ％に っており、授業を通じて地域活動の方法を学んだ可能性 ある。⑷和歌山県への興味、関心の程度　
初年次学生の入学時での和歌山県への興味、関心の程度
は、 全体の傾向として、 「大いに関心がある」が八． 四 、 「関心がある」が二五． 七％、 「どちらともいえない」が二四六
%、 「あまり関心がない」が二一． 二％、 「まったく関心
がない」が二〇． 一％であった。一二月 二月 回答と比較すると、 「どちらともいえない」にはそれほど変化がないが（二四． 六％→二九． 六％→二四．
〇
％） 、 「大いに関心





四六． 九％に増加している。一方で「あまり関心がない」 、「まったく関心がない」は四月の四一．三％から一〇． 一％と減少しているが一二月の一〇． 七％と変化がないため、約一割は授業が経過しても興味、関心が持てないでいる。　
副専攻を受講し
ていない学生は四
月時点で「大いに関心がある」が五． 五％であったのに対し、一二月は一一． 七％、二月には一四． 五％と四月 結果と比較すると約二． 六倍になっている。 これは 「関心がある」も同様で、四月時点で二〇． 七％であったのに対し、四三．三％（一二月）→四六． 九％（二月）と約二． 二倍になって




心がある」を合わせると入学時三四． 一％であったのに対し、一二月時点では五九． 八％、さらに二月時点 は六五．九％と授業が経過する度に増加している。そのため和歌山県を地域 する地域志向教育として効果があ と言える。　
ふたつめとして、副専攻の狙いは和歌山県内に定着・定






高め、わかやまでフィールドワークを実施し、就職地としてのわかやまを将来の選択肢の一つとして考える教育プログラムである。 本学はこの教育プログラム 開発するため、ＣＯＣ＋コーディネーター（教育担当）一名を中心に四名の教育プログラム担当コ ディネータ を配置している。　
これまで和歌山県まち・ひと・しごと創生総合戦略を基
に七つのプロジェクトを開発するにいたっている。アンケート調査 結果から、副専攻を受講している学生は初年次において、和歌山県への興味、関心を持ち、地域活動に既に参加、もしくは参加していないが のある学生であることがわかった。一方で、副専攻を受講していないのなかでも和歌山県への興味、関心を持ちつつ地域活動への参加を希望しており、副専攻が進め る教育プログラ






ナー」において和歌山県への興味、関心を高めることには成功しているものの 副専攻に進む動機付けには至っていない。そのため「地域協働セミナー」の受講者を増加させるとともに授業内で副専攻の魅力を積極的に発信す 必要があ 。　
ふたつめとして、副専攻を受講している学生は、一二月
時点ですでに五〇％以上の学生がなんらかの地域活動に「参加」している。 「不参加／関心あり」を入れると九割以上を占めており、地域活動に興味、関心を持っていること
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ムが学生のニーズにあっていない可能性がある。 そのため、地域のニーズを把握するとともに学生とのニーズをマッチングできるよう、コーディネーター業務に改善の余地がある。今後はこれらの課題解決 努め、わかやまの未来学を切り拓く若者を育みたい。謝
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